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企画にあたって

竹 口 雅 樹

「文部科学省ナノテクノロジープラットフォーム事業」は，

ナノテクノロジーに関する最先端の研究設備とその活用のノ

ウハウを有する機関が緊密に連携して，全国的な設備の共用

体制を共同で構築する事業であり，ナノテクノロジー関連科

学技術において基本となる 3 つの技術領域「微細構造解析」

「微細加工」「分子・物質合成」で構成されている．「微細構

造解析」領域である微細構造解析プラットフォームは，我が

国の最先端計測技術群の横断的かつ最適の組み合わせによる

「知の集約化」により，ナノメートルからマイクロメートル

のスケール領域における微細構造解析分野において全国レベ

ルの共用に供する枠組みを11の機関によって形成し，ナノ

テク・材料分野における学問的・技術的課題の解決によるイ

ノベーションに寄与するとともに我が国のナノテクノロジー

の更なる発展，競争力向上，人材育成に貢献することを目的

とした活動を行っている．

2012年 7 月から開始された10年プロジェクトであり，

2019年度はその 8 年目にあたり，これまで本事業を通じて

多くの支援成果や新手法・技術が創出されてきた．ナノテ

ク・材料の研究において最先端構造解析は新規材料における

機能発現由来や特性要因の発見に必要不可欠であり，それが

本事業によって誰もが容易にアクセスでき，高度な技術を持

つ技術スタッフや構造解析の専門研究者の支援によって高い

レベルでの解析サポートまでが受けられるという仕組みが構

築されたことは画期的である．高額であり多機能な装置を使

いこなし，維持し，データ解釈に悩むといった労力が軽減さ

れ，コスト的にも時間的にも高効率に研究成果が得られるこ

とから，今ではナノテク・材料分野の研究業界においてなく

てはならないインフラとなっていると言えよう．

この特集では，最初に微細構造解析プラットフォーム事業

の運営責任者である物質・材料研究機構(NIMS)の藤田大介

先生に微細構造プラットフォーム事業の概要と活動状況につ

いて紹介頂いた．イノベーションの基盤的推進力として先端

計測の重要性は世界的な共通認識であり，日本では微細構造

解析プラットフォームがナノテク・材料研究開発の基盤とな

るべく活動してきたことが述べられている．微細構造解析プ

ラットフォームでは事業当初から「最先端」「産業は学問の

道場」「グローバル」がキーワードであり，代表機関(NIMS)

と実施機関は一体となってこれらのキーワードを意識した活

動を行ってきたことが紹介されている．続いて11の実施機

関の実施責任者の方々から各実施機関の特徴と支援実施例を

紹介頂いた．

本特集で紹介された各実施機関の特徴や事例をご覧頂き，

是非，ナノテク・材料研究開発に対して本事業の活用の検討

を頂きたい．また，今後の日本の研究インフラとしての先端

計測の将来に対する本事業の取り組みに対してご意見・ご要

望をお寄せ頂ければ幸いである．

最後に，本特集において本事業の取り組みや支援事例を分

かりやすく紹介頂いた執筆者の皆様，本企画をご支援頂いた

会報編集委員会前委員長の山本剛久先生(名古屋大学)に心よ

りお礼申し上げます．
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専門分野透過型電子顕微鏡

◎透過型電子顕微鏡によるその場観察と 3 次元観察

に関する技術開発と応用研究に従事．
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